
分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～

令和7年度 研究開発学校フォーラム 事前説明動画

１ 問題の所在

２ 本校のカリキュラム

３ ４年間の成果と課題

４ 今後の予定

香川大学教育学部附属高松小学校
研究主任 鵜川 護
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１ 問題の所在

学校
地域社会

（生活・実社会）

従
来

前
研
究

２領域カリキュラム
地域の一部を学校に取り入れる

教科学習 創造活動

学ぶこと 生きること



価値観の違い
年齢の違い
国の違い

１ 問題の所在

包摂・新しい知や価値の創造
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１ 問題の所在

本
研
究

前
研
究

領域カリキュラム
地域の一部を学校に取り入れる

教科学習 創造活動

学ぶこと 生きること

地域社会と一体となった学校に
系統と経験を統合した学びに

教科学習

学ぶこと

創造活動

生きること



１ 問題の所在

２ 本校のカリキュラム

３ ４年間の成果と課題

４ 今後の予定

分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～



【研究開発課題】
個の生活知を豊かにする新領域「経験」と、
体験を価値の創造につなぐ「じぶん」の時間
を創設し、経験から新たな知や価値をつくる
教育課程に関する研究開発

文部科学省研究開発学校（R4～R7）

「はっけん」の時間 「ちょうせん」の時間

経験領域 「じぶん」の時間



分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～
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生活や実社会
異年齢集団

異学年集団

同学年集団同学年集団

どのような経験を豊かにするか

どのように
知や価値の創造につなげるか

文部科学省研究開発学校（R4～R7）
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文部科学省研究開発学校（R4～R7）



１ 問題の所在

２ 本校のカリキュラム

３ ４年間の成果と課題

４ 今後の予定

分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～



３ ４年間の成果と課題

「はっけん」
教科学習につな
がる経験を豊か
にする

「ちょうせん」
生き方・在り方
につながる経験
を豊かにする



「はっけん」の時間 ３ ４年間の成果と課題

学習内容

体験 感覚・感性、思い・
気持ち、見方・考え方

自分なりの
論理

事象や課題に対する
自己の考えの筋道や
組み立て



Ⅰ.内容設定 Ⅱ.しかけ

見方・考え方

感覚・感性が働く

行為

遊びの要素

活動展開

環境設定

Ⅲ.見取り

即時的見取り

教師の支援

長期的見取り

「はっけん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



成果
○教師の意識と子どもの感じ方の調和が重要である

教師は、教科の見方・考え方や、感覚・感性
が働きやすい具体的な行為が含まれた活動を設
定すること。
子どもは、互いの多様な見方・考え方や、感

覚・感性にふれながら共に遊びを楽しむこと。

○子どもの認識の多様性を受容できる
複数人での見取りを継続することで、子ども

一人一人の捉え方の特徴が明確になり、授業の
単元化での想定に取り入れることができること。

「はっけん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



課題
○教科学習の年間計画との具体的な関連

それぞれの活動と各教科の単元との関連を教

科等横断的なしてから、整理する必要がある。

ただし、子どもの「自分なりの論理」が一律で

はないことは、前提となる。

○教室外での活動の増加による活動場所の確保

「はっけん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



異学年集団でのプロジェクト活動の中で
探究的に問題解決を繰り返す

うまくいかない経験や
成功した経験のくり返
しの中で経験を豊かに
している

選択・判断

選択・判断

選択・判断

「ちょうせん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



思いや願い、感じ方

価値の創造

経験の保障
思いや願い、感じ方をもつ

価値の実践化

創造した価値を
もとに実践する
→３つの力の

発揮

想いや願い、感
じ方を伴ったエ
ピソードを語る

成果

「ちょうせん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



思いや願い、感じ方の具体
成功、失敗、葛藤、感動、発見、
成長、挫折、後悔、諦め、戸惑い、
停滞 等

成果
○教師のしかけは３つの視点

「実社会とのつながり」「異学年の関わり」
「個のこだわり」が生まれるように個の問題解
決の文脈に沿ってしかけることが必要
→プロジェクト活動の充実が必須

「ちょうせん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



成果

○子どもの思いや願い、感じ方を多様な方法を用
いることで、エピソードと関係付けて見取ること
ができる。

・ウェビングマップ ・記述
・写真の選択 ・インタビュー
・雑談 → 長期的に変容を見取る

「ちょうせん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



課題
○児童アンケート結果より（R6年度末）

・教師のお膳立てが増えて、子どもの選択幅が
狭まっている可能性がある。

・子ども自身でPDCAサイクル（長期的）や
AARサイクル（短期的）を回している自覚が
もてる手立てが必要である。

「ちょうせん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



教科の本質を保障した学習活動を通して、
４観点の充実を目指す。

教
科
学
習
の

四
観
点
目
標

自
律
的
な

態
度

共
感
的
・

協
同
的
な

態
度

知
識
・
理
解

・
技
能

見
方
・

考
え
方

教科学習 ３ ４年間の成果と課題



身の回りの世界の見え方が変わり、
生活を豊かにすることを目指す

教科学習 ３ ４年間の成果と課題



・学習内容
・概念 ・式
・（スキーマ）

具体（経験） 抽象（学問）
・具体的場面 ・図
・操作 ・表現物
・思い、感覚・感性
・自分なりの論理

①学習内容について、具体的な場面等を用いて、
②複数の具体的な場面の諸要素を、一般化して、

言語化し、述べる。

教科学習

感覚・感性を働かせた経験と学習内容を関係付けた姿

「実感を伴って学習内容を理解している姿」

３ ４年間の成果と課題



平野朝久（1994）「はじめに子どもありき －教育実践の基本－」 p.79東洋館出版

感覚・感性を働かせた経験と学習内容を関係付けた姿

「実感を伴って学習内容を理解している姿」

問
い

学
習
内
容

これらの姿を自律的な態度、共感的・協同的な態度、
見方・考え方、知識・理解・技能の４観点で見取る

教科学習 ３ ４年間の成果と課題



学習内容に
関わる知識
（情報）・
技能の習得

学習内容に
関わる知識
（情報）・
技能の習得

自分なりの論理の再構成のプロセス

再構成

Ａならばきっと
Ｂだろう（仮説）

やっぱりＡだから
Ｂだろう

あれ、Ｃならば
Ｂだろうか（類推）

ＡだからＢだったけれど、
ＣでもＢになるよ
（一般化・抽象化等）

アブダクション

検証・調査 等
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帰納的推論・類推

演繹的推論

教科学習 ３ ４年間の成果と課題



学習内容に
関わる知識
（情報）・
技能の習得

学習内容に
関わる知識
（情報）・
技能の習得

自分なりの論理の再構成のプロセス

再構成

Ａならばきっと
Ｂだろう（仮説）

やっぱりＡだから
Ｂだろう

あれ、Ｃならば
Ｂだろうか（類推）

ＡだからＢだったけれど、
ＣでもＢになるよ
（一般化・抽象化等）

アブダクション

検証・調査 等
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帰納的推論・類推

演繹的推論

単元の問いに対する意味付け（別事象への探究）

学習内容に関わる知識（情報）・技能と自分なり
の論理の関係付け（一般化・抽象化・統合）

問題解決の過程への価値付け（学び方）

見
方
・
考
え
方

自分なりの論理が複数生まれる単元課題の設定

自分なりの論理の表出、立場の明確化

学習内容に関わる知識（情報）・技能の習得

教科学習 ３ ４年間の成果と課題



子どもの自己評価（単元における次毎、終末）
安彦(1986)は、注目すべき自己評価能力の一つに「自省能力」を挙げ、「自らを省み
て、次の段階へ進むステップを確かにする能力」と定義している。自己評価能力は、
過去ばかりを向いた思考ではなく、未来を志向した思考であるという指摘である。

・学び方の価値付け

・学習内容の意味付け
（実感を伴った学習内容の理解）
①自分なりの論理を繰り返し表出する場を設ける
②他者の自分なりの論理と比較、解釈する場を設ける
③自己の変容を自覚する場を設ける。
・学習内容における変容 ・納得度としての自覚化

①自己の変容を自覚する場を設ける。
・学び方における変容 ・自己の伸びや成長への気付き、価値付け
・自己の考えが形成されたきっかけの自覚化

自己評価
認知面を
・数値化
・言語化
→自覚化

納得
→根拠の具体化

教科学習

安彦忠彦(1986)『自己教育力と自己評価』「指導と評価」図書文化出版

３ ４年間の成果と課題



教科学習

① 「はっけん」の時間で自分なりの論理をつくるからこそ、
授業時数削減に寄与する。

② 経験を生かすことで、学習内容の習得時間をスリム化する。

③ 「ちょうせん」の時間で経験を保障しているからこそ、
授業時数削減に寄与する。

授業時数削減の視点と事例

「はっけん」の時間で使い終わった油からアロマキャンドルや石けんをつくる経験か
ら、古いものが別の物として活用できることを学んだ。それにより、ごみの再利用に
ついての自分なりの論理をつくることができ、社会科の廃棄物処理に関する単元の時
数削減につながった。

香川大学が行う出前授業との連携により、自然災害の現状と地域の課題を知る時間
を設定した。それにより、社会科の見方・考え方や内容のつながりを意識して知識を
習得することができ、時数削減につながった。

「ちょうせん」の時間で地域の史跡を活性化する活動を行ったことで、何度も現地
を訪れることができた。それにより、社会科の文化財について学ぶ単元で見学に活用
する時間を削減することができた。

３ ４年間の成果と課題



出来事と感じ
たこと・考え
たことに着目

自他にとって大
切だと思うこと
を捉え直す

友達と
議論する

ふり返り

価値創造のプロセス

思いや
願い、
感じ方
を伴っ
たエピ
ソード

体験

実践化
に

つなぐ

新たな体験概念化

できるように
なった過程に
着目

自分の思
いを表出
する

うまくいくた
めには何が大
切か考える

自分が大切だ
と思うことを
再整理

友達に
話す

なぜそう感じ
たか出来事に
着目

・価値創造のプロセスの構造化
・子ども一人一人が自らの学びの価値付け

「じぶん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



発達段階を踏まえた価値創造のプロセス

現在過去 将来

行為から
その時の思いや願い、
感じ方を想起する

今の思いや願い、
感じ方を自覚する

「じぶん」の時間 ３ ４年間の成果と課題

思いや願い、感じ方
をもとに、問題を見
出し、これからの行
動につなげていく



自律的に
学ぶ

関わる 創造する

「ちょうせん」
の時間の経験

学年ならでは
の経験

教科学習
の経験

３つの力を発揮
しながら価値を

見出す

「じぶん」の時間で扱う

３つの力を
支える価値

目指す子ども像

本校が目指す
３つの力

取り上げる経験
※３つの力を支
える価値と１対
１対応ではない

見出した価値を
もとに行動し、
３つの力がさら
に育まれる

「じぶん」の時間

成功、失敗、葛藤、感動、発見、成長、
挫折、後悔、諦め、戸惑い、停滞 等

３ ４年間の成果と課題



価値創造のプロセス
成果
○価値創造には、個のエピソードが必須

成功、失敗、葛藤、感動、発見、成長、挫折、
後悔、諦め、戸惑い 等が発端となり、子ども一
人一人が自ら価値創造を行う。

「じぶん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



価値創造のプロセス
課題
○毎年同じ行事に関係するエピソードが類似して

いる場合は、その題材では価値創造が行われにく

いおそれがある。

→同じ行事・活動によるエピソードでは、限定

的な価値に留まる。

集団での立場が大きく異なっていれば、同じ

行事等でも価値創造が期待できる。

「じぶん」の時間 ３ ４年間の成果と課題



アンケート結果より（N=601）

①学校に行くのが楽しいです
②ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがあります
③自分には、よいところがあるとおもいます
④普段の学級で、わたしが活躍できるところがあります
⑤縦割り学級で、わたしが活躍できるところがあります

３ ４年間の成果と課題（子どもの声）



アンケート結果より（N=601）

①授業で教わったことや調べたことについて、自分なりに考えている
②学校での学びに、興味をもって自分からとりくんでいる
③授業で難しいなと思うことがあっても、やり方や考え方を工夫して
何とかしようとしている

３ ４年間の成果と課題（子どもの声）



アンケート結果より（N=601）

④自分と違う意見をもっている友だちとも、協力していっしょに
学んでいる

⑤友だちと協力するときに、自分の思ったことをきちんと伝えている
⑥友だちといっしょに学ぶときに、友だちがどうしたいとおもっている
かを考えている

３ ４年間の成果と課題（子どもの声）



アンケート結果より（N=601）

⑦同じ学年の友だちや違う学年の友だちと、いっしょに何かを
作りあげたり、新しい発見をしたりしている

⑧「どうしてかな？」と思うことがあったら、これまでに学んだ
ことを使って考えている

⑨今までの授業で習ったことや学校の外で知ったことを使って、
授業に取り組んでいる

⑩自分の考えと友だちの考えをつなぎながら、授業に取り組んでいる

３ ４年間の成果と課題（子どもの声）



１ 問題の所在

２ 本校のカリキュラム

３ ４年間の成果と課題

４ 今後の予定

分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～



分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～

ぜひ、実践を現地にてご覧いただき、
ご指導をよろしくお願いいたします。



分かち合い、共に未来を切り拓く子どもの育成
～ 知の創造、価値の創造を実現する新たなカリキュラムの可能性と子どもの育ち ～

ご清聴ありがとうございました
1/21（水）のセッションでのご意見を
どうぞよろしくお願いいたします


